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加
賀
前
田
家
初
代（
加
賀
藩
藩
祖
）の
前

田
利
家
は
、
織
田
信
長
の
越
前
一
向
一
揆

平
定
後
の
天
正
3
年（
１
５
７
５
年
）秋
、

佐
々
成
政
、
不ふ

わ破
光み
つ
は
る治

と
共
に
、
お
の
お

の
越
前
府
中
領
十
万
石
の
土
地
を
均
分
し

与
え
ら
れ
た
。
こ
の
3
名
を「
府
中
三
人

衆
」と
い
う
。

　

初
め
て
大
名
に
出
世
し
た
利
家
は
、
現

在
、
越
前
市
役
所
が
立
つ
場
所（
Ｊ
Ｒ
北

陸
本
線
・
武た
け
ふ生

駅
前
）に
あ
っ
た
越
前
府
中

城
に
居
を
構
え
た
。
こ
の
地
の
東
側
に
は
、

日
野
川
が
流
れ
、
天
然
の
堀
の
役
目
を
果

た
し
、
平
城
を
築
く
に
は
格
好
の
場
所
で

あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
佐
々
成
政
は
小
丸
城（
越

前
市
）、
不
破
光
治
は
龍
門
寺
城（
同
）を

居
城
と
し
た
。

　

当
初
は
そ
れ
ぞ
れ
の
支
配
領
域
は
明
確

で
は
な
く
、
活
動
や
発
給
文
書
を
見
て
も
、

ほ
と
ん
ど
3
人
共
同
で
行
っ
て
い
た
そ
う

だ
。
天
正
4
年（
１
５
７
６
年
）5
月
〜
7

月
頃
に
所
領
割
り
が
行
わ
れ
、
三
人
衆
は

そ
れ
ぞ
れ
の
所
領
と
与
力
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

三
人
衆
の
当
初
の
任
務
は
、
越
前
国
の

大
半
を
任
さ
れ
た
柴
田
勝
家
の
目
付
で
あ

っ
た
が
、
加
賀
一
向
一
揆
や
、
上
杉
謙
信

と
の
戦
い
で
、
勝
家
の
与
力
と
し
て
の
性

格
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

利
家
は
、
天
正
9
年（
１
５
８
１
年
）10

月
に
、
能
登
一
国
の
太
守（
守
護
大
名
）と

し
て
七
尾
に
転
封
さ
れ
る
ま
で
の
約
6
年

間
を
こ
の
越
前
府
中
城
で
、
妻
の
ま
つ
4

4

や

子
ど
も
達
と
暮
ら
し
た
。

　

ま
た
、
加
賀
前
田
家
三
代
・
前
田
利
常

（
富
山
前
田
家
初
代
・
前
田
利
次
の
父
）は
、

ま
つ
の
侍
女
で
あ
っ
た
高
木
村（
現
・
越

前
市
高
木
町
）上
木
新
兵
衛
の
娘
・
千
代

が
、
後
の
文
禄
の
役（
１
５
９
２
年
）の
際
、

肥
前
名な

ご

や
護
屋
で
利
家
の
側
室
に
迎
え
ら
れ
、

も
う
け
た
子
ど
も
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
富
山
県
人
に
と

っ
て
、
福
井
県
越
前
市
は
ゆ
か
り
の
深
い

場
所
と
言
え
る
。
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前
田
利
家
が
初
め
て
大
名
と
し
て
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▲越前府中城跡に立つ越前市役所


